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琉球にお ける数樺の-ど類の分布1)

高 良 鉄 夫≠

TetsuoTAKARA:ThedistributionofsomespeeleSOf

snakesintheRyukyuIslands

は し が き

琉球列島における確虫相に関しては Frit2;e(1894)その他の学者によって報告さ

れているが,細部についてはなお未研究の分野が残されているO筆者は特に琉球産陸

棲-どの生態研究の前提として,その地理的分布の調査研究を行っているが,最近4

種につVlて新な知見を得たので発表する｡

本調査研究にあたD種々の助言を与えられた牧 虎市郎博士並びに標本の蒐集に協

力下された本学教授篠原士都民,八重山営林所技官黒鳥寛正氏の御好意に対し深く感

謝の意を表するものである｡

分 布 並 び に 形 態

琉球列島におけるへどの種類は今日までに6科16属27種 (8亜種を含む)報告さ

れているが,科属の分布上からみるといずれも台湾その他隣接地域との共通に過ぎた

vl｡そのうち5科 12属20種 (固有種 11種,固有亜種5種を含む)は陸産 のもので

ある｡本報文においてほこれらのうち AchalinusbochooensiS(アマミタカチホ),

Elaphecarinata(シウダ),Amblycephalusformosensisiwasahii(イワサキセダ

カ)およびCauiophisiwasakii(イワサキワモンベ--ど)の4種の分布ならびに

稀有種であるアマミタカチホ,イワサキセダカおよびイワサキワモンベニ-どの3稀

の形態について行った研究調査の結果の概略を報告するo

FamilyColubridae

GenusAchalinusPeters,1869

AchalinusloochooensisThomp80n アマミタカチホ (Fig.6)

AehalinusspinalisThompson(notofPeters),HerpetologicalNotices,

No.3,p.3,1912.

AchalinusspinalisloochooenSisThompson,HerpetologicalNotices,No.

3,p.3,1912.

Achalinusu)erneriDenburgh,Proc.CaliforniaAcad.Sci.(4),Ill,p.254,

1) a.本文における琉球とは北緯 290以南の南西諸島をいうo

b.日本動物学会九州支部第7回大会 (1954,長崎大学学芸学部)において硬旨を講楓⊃

★ 琉球大学農家政学部
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Fig.1.SketchmapoftheRyukyulslalnds

1912.

AchalinusloochooensieA4aki,班onographSnakesJapan,p.58-59,1931.

AchalinuswerneriUeki,EyodoHakubutsuJiho,No.7,p.18,1934.

Achalinusloochooensisn4aki,HiroshimaHakubutsuXaishi,No.3,p.

3,Fig,2,1936.

本種は従来奄美大島からThompson(1912),植木 (1934),敬 (1936)等によって

報告され,特に同島の固有種として興味深い分布を示すものとして知られていたもの

である｡

聾者は 1952年2月～1954年3月にわたる間において沖縄島から 20匹蒐集し,香

莫大島屋の資料 (1953年10月 15日,久保邦照氏採集)並びに従来の記録等と比戟

検討した結果共通種であることを確認した｡本種の分布区域が南へ延びたことは本属

のものが台湾,琉球を経て日本に遵したという説をよD堅実ならしめるものであD,

地域的にみて徳之島,沖永良部島からも発見される可能性がある｡AchalinuS属は台

湾にも分布しているにも拘らず今日まで八重山群島から発見されていたいととは注目

すべきであD,沖縄島における分和,生態等から考察して八重山群島からも何等かの

形で発見されるであろう｡

沖縄島からは初めての報告であD,且つその生態については従来殆んど知られてい
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ないので形態ならびに習性の概要について述べる｡

形 態 体鱗 23列,幼ヘビの最外側鱗は滑かであるが,成体では不明瞭h:がら1

佃の竜骨が認められる.その他の体餅はすべて1倍の明瞭な竜骨を備え,腹板は 166

-185枚,尾下校 81-98枚,EL板1枚となってV,る｡

頭部諸鱗の相互関係 につ いて記載すると次の通Dである｡ (琉球大学農学部模本

AchalinusNo.4)

鼻間板間の縫合線は前額板間の縫合線に略等しく,前額板の長さは巾よDも少し大

きい.額板の長さは巾よDも僅かに小さく,願頂板は長大であるが額板の長さの2倍

に遷したい｡眠上板は小さく,その巾は親板の約 1/4である｡頬杖は広く眼に接し,

眼前板,眼前下校及び肥後板を欠ぐ｡しよう諏板は第1列 2-2枚 (左一右)とh:D

上下板とも眼に接する｡第 2列は 2-2枚,第3列は 3-3枚となD,第3列の上板

は頗る長大で広く顧頂板に接し,第1列,第2列の各上板とともに願頂板の側面を囲

んでいる｡上唇板 616枚,第 1上唇板は短小,第 4,5上唇枚は眼に接し,第6上

唇板は最も長大である.下唇板 6-6枚,第 1下唇板は短く,第 5及び第 6下厚板は

最も大きV,｡咽頭板2対,前咽頭枚の左板は石板よD長く,何れも第 1--3下厚板に

凄する｡後咽頭板の左板は右板よ9短く,その後縁は直に腹板に接する｡

第 1義 仲維島産 Achalinusloochooensisの測定表 (mm)
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体 色 背面は淡黒紫色乃至黒紫色 背中央鱗列は濃黒紫色を星する｡体鱗中最外

側の 1-2鱗列は幼-どでは周辺が灰白色に縁どられ,成体では樺色を皇するO腹面

は幼-どでは青緑色を皇するが,成長するに従い変色し成体では樺色を皇する｡又幼

ヘビの頭部は紫金色の光沢を有するが,成体の頭部はそのFj府は ともに樺色が迷入し

てV､る｡

習性の概要 性極めて温順,堆積された腐栖物の下に棲息し主として Eiseniasp･

pheretimasp.などのミミズ類を好んで捕食するO牧 (1936)の報告によると奄美天

Fig.2 DistributionmapofAchalinusinsouth-easternAsia

(1)Achalinusspinalis (2) A･loochooensis (3) A rufescens

(4)A formo8anuS (5) A･niger (6) A meridianus
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島では団子状の土塊を作ってその中で冬眠するようであるが,沖縄島ではこのような

事実は認められす転石の下に潜入して冬眠する｡

備 考 額板が縫合線によって縦に2分されたものがあD,また咽頭板を3対有す

るものがある｡

GenusElapheFit2;inger,1833

EIaphccarinata(Guenther) シサグ (Fig.7)

PhyllophiscarinataGuenther,Rept.Brit.India.p.295,Pl.XXI,Fig.

B,1864.

Coluberi)hyllophisBoulenger,Ann.Mag.Nat.Hist.(6),VII,p.280,

1891.

ElaphecarinataStejneger,Journ.Sci.Coil.Tokyo,ⅩⅠⅠ,Pt.3,p.221,

1898.

ElaphecarinataMaki,MonographSnakesJapan,p.92-94,Pl.XXXII,

Figs.55-56,1931.

ElapheearinatacarinataHell,LingnanSci.Journ.,VIII,p.208,1931.

ElaphekreyenbergikreyenbergiAtell,LingnanSci.Journ.,VIII,p.209,

1931.

ElaphecarinataPope,Nat.玉ist.CentralAsia,Ⅹ,p.2331238,1935.

本種が台湾,申支,甫安に分布することは多くの学者によって報告されているが,

従来琉球列島からの記録がたく筆者 (1954)の報告を噴矢とする.琉球では八重山群

良 (尖閣列島)に多数しかも大形のものが棲息する｡与郷国島は距離的にみてむしろ

台湾に近接しているにも拘らず本種を産せず,又尖閣列島には本種以外のヘビを産し

ないことは興味深い現象である｡

FamilyAmblycep･halidae

GenusAmblycephlusXuhl,1822

AmblyceepIIZIlusformosensisiwasakiiM.aki,イワサキセダカ (Fig.8)

AmblycephalusformoSenSisiwasakiiMaki,Trams.Nat.Hist.Soc.For-

mosa,ⅩⅩVII,No.169,p.217-218,Fig.1,1937.

本亜種は極めて稀なもので石垣島産の1含 (幼-ど)について記載発表されている

だけである ,1954年1月8日,琉球大学篠原士郎教授が採集した西表島古見産の標

本はこれと同一種と見倣される｡

形 態 頚部は長大で休部は側屈している｡両眼間の巾は吻端よD願頂板の先端ま

での長さの半分よD小さい｡眼は中形でその巾は鼻孔の中心よDの距離に略等しく,
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Fig･3 Distributionmapof戯αpheinsollth-eastern Asia

(1)Baphecarinata (2)E･Schmakeri(3)E･taenura(4)E,mandarina
(5)E.porphyracea (6)E･quadrivirgata (7)E･porphyracea (8)E･
rufodorsata (9)E･radiata (10)E･conSPicillata (ll)E.melanurus
(12)E.japonica (13)E･moelLendorDl (14)E･schrenckii (15)E･dione
(16)E.climaoophora (17)E･bimaculaぬ (18)E･davidi (19)E･frenata
(20)E.perlacea (21)E･prasina (22)E･erythrurus (23)E･oxycephalus
(24)a.subradiatus (25)E･helena (26)E･hodgsonii(27)E･reticulare
(28)E.3'anseni (29)E･nuthalli

高さは口縁よDの距離に略等しいo瞳孔は楕円形,啄端板の巾は高さよ9僅かに小さ

く,下面は著しく凹み背面よ9僅かに見える｡そして鼻板に広く接し,第 1上唇板に

は柁広く,鼻間板とは僅かに接する.鼻間板は小さく,その巾は長さよD著 しく大で

ある｡前親板は大きく,その巾は長さよ9大である｡額板は六辺形にして前方の巾は
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後方の巾よD大きく,その長さは巾よD造かに大である｡眼上板の最大巾は覇板の最

大巾の略半分に等しいO顧頂板の長さは額板と前額板との和よD僅かに長く,左右両

校の巾の和は吻端よD顧頂板の後端までの長さの半分よD/トであるQ鼻板は前端広く,

後端は狭く,鼻孔は中央よD梢後方に位する｡璃板の巾は高さよD大きく,鼻板,輿

間板,前額板,限薪板,眼下板,第2上唇板 (又は第 2-3枚)に囲まる.限前板1

枚,肥後板 1枚,眼下板2枚,しよう富白板 2+3枚を有する.上唇板7枚,その中第7

は最長,第 3-5は眼下板に接する6下唇板8枚その中第8は最大O咽頭板3対,節

3列は直に腹板に接するO体鱗15列,鱗孔なく外側 4-5鱗は平滑である｡腹板 194

枚,月工板1枚,尾下校 72対｡

休 色 背面は淡茶色を皇し,胴部に 52佃の暗褐色横弦がある｡又この横班の両

側下面に′川音褐色紋がある6これらの斑紋は尾部に至るに従V,不鮮明となる.眼よD

頚部に至る線,願頂板の後部よD頚部で前線に合する短線及び眼後よD口角に至る線,

第3咽頭板よD口角に至る線は黒褐色を塁する｡腹面は黄白色,その他のすべての鱗

に暗褐色乃至黒褐色の微小斑点を粗布する｡

測 定 全長 593mm,吻端よD虹門まで 470mm,尾長 123mmO

備 考 牧 (1937)の報告によると幼-ど (杏)は A.formoSenSisに近いが,前

述の成体では A.homaiiとの中間型を皇する.その異同については今後多くの資料

を得た上再検討することとし,当分 A formosensisiwasakiiと同一亜種として取

扱っておく｡

Farr]ilyEIapidae

GenusCalliopIlisGray,1834

Calliophisiwasakii班aki イワサキワモンべこ-ど (Fig.9)

Calliophisiwasah;iiMaki,Trans.Nat.Hist.Soc.Formosa,ⅩⅩV,No.

142,p.216-219,Fig.1,1935.

本種も極めて稀な種類で琉球における Calliophis属唯一の毒-どである｡従来石

垣島の♀含1対が報告されている.八重山営林所黒鳥寛正技官が1949年8月10日西

表島よD採集された標本は明かに本種であD,筆者は更に 1952年7月西表島古見に

おいて体長約 400mm の同種を目馨し,同島における分布を確認することができた｡

石垣島産に比戟して多少変異が見られるので西表島産の形態について述べ古.

形 態 頚部は小さく吻端は丸味を皇し,一見C.macclellandii(a.macclellandi

formosensis)に似ている.頚部は概して太く頭部との区別は判然しないO体は細長

く円筒状を皇し尾端は尖っているo

鼻問板間の縫合線は前額板間の縫合線よD短vl｡鼻板の巾は長さよD大きく,前額
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Fig.4.DistributionmapofAmblycephalusinsouth-eastern Asia

(1)Amblycephatusboulengeri (2)AIChinensiS (3)A kuangtungensis
(4)A moellendoヶ所 (5)A.niger (6)A stanleyi (7)A･tonkinensis
(8)A.yunnanensis (9)A.monticola (10)A.formosenSis (ll)A komaii
(12)A.laevis (13)A.malaccanus (14)A.hamptoni (15)A carinatus
(16)A.nuchalis (17)A.modeslus (18)A margaritophorus

板の巾は長さよD大である｡啄端板の高さは巾と略等LVl｡親板の巾は長さの1/2よ

D少し大きVl｡眼上板は巾広く,その長さの1/2よD大きく,文脈上板の長さは額板

の長さよD著しく短い｡願頂板は大｡前鼻板は後鼻板よD大きく,第 1-2上唇枚に

接する｡眼前板1枚,肥後板2枚,しよう駁板前列1枚,後列2枚.上唇板は7枚で

第1は最小,第 314は:眼に接 し,第6は最大であるO下唇板は6枚,第4下唇板は

最も大きい｡前咽頭板は後咽頭板よD長く4枚の下唇板に按する.体鱗 13列すべて
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平滑である｡腹板 223列,月工板2枚,尾下板 37対｡

体 色 体背面は赤褐色で膜面は黄白色を皇する｡黒紫色環状紋が胴部に 32胤

尾部に6僻あD,この環状紋は背面では 4-5鱗を被い,腹面では 2-3鱗を被うて

いる｡なお頚部には顧頂板の後方尖端とそれに続く4-5枚の体鱗に黒紫色の半環状

紋があ9,又前額板,鼻間板及び額板の前半,眼後板,脱上板の前半及び後半側方は

黒紫色を皇する.額板の後方尖端と願頂板間縫合部の前半とのなす接点には円形尾紫

紋があるb

Fig.5 DistributionmapofCalliophisinsouth-eastern Asia

(1)Calliophisiwasakii(2)C･maocleltandi(3)C･tri肌αCulatus(4)C.bibronii
(5)C･mamdiceps (6)C.nigrescens (7)C･gracilis
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測 定 全長 290mm,吻端よD肛門まで 260mm,尾長 30mm｡

考 察 及 び 摘 要

1. 琉球における-ど類は今日まで6科16属27種 (8亜種を含む)報告されてい

る｡その中特にAchalinusloochooensis,Elaphecarinata,Amblycephalusformo-

sensisiwasakii,Calliophisiwasakiiの4種の地理的分布につVlて新しVl事実を述

べ,且つ稀有種についてはその形態等も収録しfz:0

2.これら4種のうち,Achalinusloochooensisは支那系であD,他の3種は印

度馬来系と思われる｡従来確虫相上奄美大島 を もって 印度支部亜区の北限と見倣さ

れ,また-ど類の分布上奄美群島と沖縄群島は密接な関係があD,先島群島 (富古粁

島及び八重山群島)はむしろ台湾に深い関係があるといわれているが,このような緊

密な園係は前述の4種の分布状況によって従来よD一層明確にh:ったということがで

きる｡

3. これら4種の分布並びに測定概要は次の通Dである｡

GenusAchalinusPeters,1869

AchaLitwsZooehooensiaThompson,1912 アマ ミタカチ ホ

標 本 測 定 概 括 (mm)

標本数 i最小一最大

早 ,L 13 t166-185 i 178

8i 7 さ166-183 F 170

辛 ･ 12 : 81- 931 85

187-; 司 芯 ㌻ ｢"6言

8Pト = --il一芸 -,..l一芸

12 ,0･22-0･271iO･24

7 ~fJ.ご1-H.:い uごヽ
l

産 地 奄美大島(Thompson,

1912;植木,1934;敬,1936),

沖縄島 (新産地,1952年2月 20

日-1954年3月 17日,20匹採

集)

分 布 琉球 (固有種)

GenusELapheFit2;inger,

1833

Elaphecarinqtea(Guenther,

1864) シウダ

産 地 共闘列島 (高良,1954)

分 布 琉球,台湾,中支部,南支部

GenuSAmblucephalusXuhl,1822

Amblycephalusforzcosensisizcasakii班aki,1937 イ ワサキセダカ

産 地 石垣島 (牧,1937),西表島 (新産地,1954年1月8日採集)

分 布 琉球 (固有亜種)

標本測定 ♀,全長 593mm,尾長 123mm,腹板 194枚, 尾下板 72対,体鱗

15列,月工枚1枚｡
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GenusCaLIEophisGray,1834

Calliophisz'wasakiiMaki,1935 イワサキワモンべこヘビ

産 地 石垣島 (敬,1935),西表島 (新産地,1949年8月10日採集)

分 布 琉球 (固有種)

標本測定 含,全長 290mm,尾長 30mm,腹板 223枚, 尾下校 37対,体鱗

13列,虹板 2枚.

4. 前述の4種のうち Achalinusloochooensisと Elaphecarinataは特に興味

ある分布状況を示 している.即ち Achalinusloochooensisの分布区域が南へ延びた

ことは,本属のものが台湾,琉球を経て日本に達 したという説をよD堅実h:らしめる

ものであるO尖閣列島は Elaphecarinataの分布東隈に当って患D,同列島には本

種が多数棲息するが他種の-どを塵せず,また,与郷国島は距離的にみてむしろ台湾

に近接 しているが,Elaphecarinataを産せず他種のヘビを産する｡
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R占sllm 占

1.1thasbeenreportedthattherearesixfamilies,sixLeengenera,andtwenty-

sevenspecies(includingeightsubspeeies)ofsnakesfrom theRyukyulslands･Ⅰ

havefoundthatfour ofthesespeciesaredistributedinadifferentwayfromwhat

scientistshavereported･Inthispaper,Ihaveexplainedthisdifferenceandalsohave

describedthesnakeswhicharerarelyseen.

2.SummaryofmeasllrementSanddistribution.

GenusAchalinusPeters,1869

AchalittusloochooenslsThompson,1912

Inhabitant:Amami-oshima(Thompson,1912;Ueki,1934;Maki,1936),Okinawa-

jima(hab.nov.;Feb.20,1952-Mar.17,1954;Collected20)･

Distribution;Ryukyu(Peculiarspecies).

Summaryofmeasurementsandscaleeharaeteristics.

Ventrals

Subcaudals

Totallength

Taillength
dividedby
Totallength

1号 日 33二王…喜 . 壬写…

三≡ ∴ :-- 二

GenusElapheFitzinger,1833

Elaphecarinata(Guenther,1864)
Inhabitant:Yaeyamals.(SenkakuIslands)(Takara,1954).

Distribution:Ryukyu,Formosa,MiddleChina,SouthChina.

GenusAmblycephalusKuhl,1822

AmblycephalusformosensisizL7aSakilMaki,1937

Inhabitant･:Ishigaki-lima(Maki,1937),Iriomote-lima(hab.nov.;Collectedon

Jan.8,1954).

I)istribution:Ryukyu(Peculiarsubspecies).

Measurementsandscalecharacteristicsofspecimen.

Sex--Female･ Totallength-･t593mm. Lengthoftail--123mm.Ventrals

--194.Subeaudals--72.Scalerows--15.Anals･-･1.

GenusCalliophisGray,1834

CatliophisiuIaSakiiMaki,1935
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Fig.6 Achalinusloochooensis

fromOkinawa-jima

Fig.7 Elaphecarinatafrom
Senkakuls.

Fjg･8 AmblycephalusfwmDSenSisiwasakii

fromlriomote-jima

Fig.9 Ca･lliophisiwasakii

fromlriomote-jima
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Inhabitant:Ishigaki-lima(Maki,1935),Iriomote-lima(hah.nov.;Collectedon

Aug,10,1949).

Distribution:Ryukyu(Peculiarspecies).

Measurementsandscalecharacteristicsofspecimen.

Sex･A･.Female.Totallength････290mm.IJengthoftail････30mm.VentralS････223.

Sukaudals･･･137.Scalerows--13.AnalS-･･2.

3.Amongthefourspeciespreviouslydescribed,Achalinusloochooew'sandBaphe

cari7弧taShowveryinterestingdistribution. TheveryfactthatAehalinusloochか

oemsisisdlStributedsouthwardreinforcesthetheorythatAchalinusloochooensishas

reachedJapanbywayofFormosaandtheRyukyusfromthesouth.ManyETaphe

carinatainhabitSenkakuIslandswhicharetheeasternlimitofitsdistribution

area,butnoothersnakesinhabitthisaera.ETaphecarinatadoesnotinhabitYo-

naguniwhichislocatedquiteclosetoFormosa,although thissnakeinhabits

Formosa.

4.1thasbeensaidthatAmami-OshimaisverycloselyrelatedtoOkinawa,but

MiyakoandYaeyamaIslandsarecloselyrelatedtoFormosafromthestandpointof

thesnakedistribution.Thedistribut.ionoftheabovefoursnakesconfirmsthisfact

mc>restronglythan hasbeendonebefore.


